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【注意】「旅客から収受する対価」「運賃」の表現について 

道路運送法で定義される「自家用有償旅客運送における旅客から収受する対

価」、「一般旅客自動車運送事業における運賃」については、当報告書において、

便宜的にすべて「料金」と表現している。 




